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本
会
ブ
ラ
ン
ド
食
肉
の

消
費
拡
大
に
向
け
た
取
組

Ⅱ 

生
産
・
消
費
動
向
に
つ
い
て

１
．
消
費
動
向

　

国
民
一
人
当
た
り
の
年
間
食
肉

消
費
量
は
、
牛
肉
は
平
成
12
年
に

7.6
㎏
ま
で
増
加
し
ま
し
た
が
、
Ｂ

Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
の
国
内

発
生
の
影
響
を
受
け
平
成
13
年
に

大
き
く
減
少
し
、
そ
の
後
は
６
㎏

前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
豚
肉

は
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
発
生
の
影
響
に
よ
る
牛

肉
や
鶏
肉
の
代
替
需
要
、
消
費
者

の
低
価
格
志
向
な
ど
か
ら
年
間
消

費
量
は
増
加
し
ま
し
た
が
近
年
は

横
ば
い
に
な
っ
て
い
ま
す（
表
１
）。

２
．
生
産
動
向

　

飼
養
頭
数
は
、
肉
牛
は
国
内
全

体
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い

る
の
に
対
し
、
本
県
は
令
和
元
年

で
平
成
28
年
に
比
べ
約
8.5
％
減
少
し
て
い

ま
す
。
豚
の
飼
養
頭
数
は
国
内
、
本
県
と

も
に
ほ
ぼ
横
ば
い
で
の
推
移
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
表
２
）　

　

産
出
額
は
、
肉
牛
で
国
内
全
体
が
ほ
ぼ

横
ば
い
で
あ
る
こ
と
に
対
し
本
県
は
令

和
元
年
で
平
成
28
年
に
比
べ
約
7.3
％
減

少
、
豚
は
国
内
全
体
で
ほ
ぼ
横
ば
い
に
対

し
、
本
県
は
約
12
・
7
％
増
加
し
て
い
ま

す
（
表
３
）。
ま
た
、
農
業
産
出
額
の
構
成

に
つ
い
て
全
国
と
比
べ
、
本
県
は
畜
産
の

割
合
が
低
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。（
図
１
）

Ⅲ 

本
会
ブ
ラ
ン
ド
肉
に
つ
い
て

　

本
会
が
取
り
扱
う
食
肉
に
は
、
本
会
独

自
ブ
ラ
ン
ド
や
Ｊ
Ａ
の
ブ
ラ
ン
ド
、
個

人
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
が
あ
り
ま
す
（
表
４
）。

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

本
会
は
こ
れ
ま
で
食
肉
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
お
こ
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
近
年
は
生
産
者
所
得
向
上

に
向
け
、
生
産
・
加
工
か
ら
販
売
ま
で
を

一
貫
し
て
行
う
６
次
産
業
化
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
取
組
と
し
て
、
精
肉

直
売
所
や
焼
肉
店
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、

食
肉
を
め
ぐ
る
情
勢
や
本
会
ブ
ラ
ン
ド
食

肉
の
消
費
拡
大
の
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
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表１　一人当たりの年間食肉消費量（単位：㎏）
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36％
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15％

果実
14％

米
9％

花き
7％

図１　農業産出額の作物別構成割合（平成30年）
（内側の円が静岡県、外側の円が全国）

豚肉 金豚王 静岡フレッシュポーク とこ豚ポーク とぴあ浜松ポーク 三ケ日ポーク
定　義 フジキンカ（金華豚と県系統造

成豚フジロックを交配し、金華
豚の血液割合が1/8となった県
の合成豚）同士を交配し、生産
された豚肉

JA静岡経済連の委託養
豚農家で生産された豚肉

JAとぴあ浜松地域銘柄
豚協議会会員の農場で生
産された豚肉

JAとぴあ浜松管内の農
場で生産された豚肉

JAみっかび養豚部会員
の農場でみかんの粉末を
給与し生産された豚肉

品種など フジキンカ LWD（三元交配） LWD（三元交配） LWD（三元交配） LWD（三元交配）
推進主体 JA静岡経済連 JA静岡経済連 JAとぴあ浜松地域銘柄

豚協議会
JAとぴあ浜松地域銘柄
豚協議会

JAみっかび養豚部会

生産地域 掛川市・菊川市 菊川市 JAとぴあ浜松管内（湖西市）JAとぴあ浜松管内 JAみっかび管内
主なと畜場所 小笠食肉センター 小笠食肉センター 浜松食肉市場 浜松食肉市場 浜松食肉市場
品質による

認定基準
上・中68kgから83kg 上・中68kgから83kg

表４　本会またはJAが管理しているブランド食肉の例（順不同）
牛肉 特選和牛 静岡そだち 箱根西麓牛 あしたか牛 するが牛 掛川牛 遠州夢咲牛 みっかび牛 食通の静岡牛 しずおか和牛

定　義 静岡そだちの
指定農場が飼
育マニュアル
に従い専用飼
料を給与した
黒毛和種雌牛
の牛肉

JA三島函南肉
牛部会の生産
者が管内の飼
養施設で最も
長い期間飼養
した牛肉

JAなんすん肉
牛部会の生産
者が管内の飼
養施設で最も
長い期間飼養
した牛肉

JA静岡市肉牛
部会の生産者
が管内の飼養
施設で最も長
い期間飼養し
た牛肉

JA掛川市肉牛
部会の生産者
が管内の飼養
施設で最も長
い期間飼養し
た牛肉

JA遠州夢咲肉
牛委員会の生
産者が管内の
飼養施設で最
も長い期間飼
養した牛肉

JAみ っ か び 牛
志会の生産者が
管内の飼養施設
で最も長い期間
飼養しみかんの
粉末を給与した
牛肉

静岡県の生産
者が県内で最
も長い期間飼
養した交雑種
の牛肉

静岡県の生産者
が県内で最も長
い期間飼養した
黒毛和種の牛肉

品種など 黒毛和種
（雌のみ）

交雑種主体 交雑種主体 交雑種 黒毛和種・
交雑種

黒毛和種 黒毛和種・
交雑種

交雑種 黒毛和種

推進主体 JA静岡経済連、
認定農場の会

JA三島函南肉
牛部会

あしたか牛
推進協議会

JA静岡市
肉牛部会

JA掛川市
肉牛部会

JA遠州夢咲
肉牛委員会

JAみっかび
牛志会

JA静岡経済連、
県下JA

静岡県産牛肉普及
推 進 協 議 会、JA静
岡経済連、県下JA

生産地域 静岡県内 JA三島函南管内 JAなんすん
管内

JA静岡市
管内

JA掛川市
管内

JA遠州夢咲
管内

JAみっかび
管内

静岡県内 静岡県内

主なと畜場所 小笠食肉セン
ター、 浜松食
肉市場

小笠食肉セン
ター、 東京食
肉市場

小笠食肉セン
ター

小笠食肉セン
ター

小笠食肉セン
ター、 浜松食
肉市場

小笠食肉セン
ター、 浜松食
肉市場

小 笠 食 肉 セ ン
ター、 浜松食肉
市場

小笠食肉セン
ター、 浜松食
肉市場

小 笠 食 肉 セ ン
ター、浜松食肉
市場、東京・横
浜各食肉市場

品質による 
認定基準

（社）日本食
肉格付協会に
よる肉質等級
３等級以上

（社）日本食
肉格付協会に
よる肉質等級
２等級以上

（社）日本食
肉格付協会に
よる肉質等級
３等級以上

（社）日本食
肉格付協会に
よる肉質等級
２等級以上

（社）日本食肉
格付協会による
肉質等級３等級
以上

表２　飼養頭数（単位：千頭）
肉牛 豚

全国 静岡県 全国 静岡県
頭数 H28比 頭数 H28比 頭数 H28比 頭数 H28比

平成28年 2,479 21.1 9,313 111.3
平成29年 2,499 100.8% 20.7 98.1% 9,346 100.4% 110.8 99.6%
平成30年 2,514 101.4% 20.3 96.2% 9,189 98.7% 108.0 97.0%
令和元年 2,503 101.0% 19.3 91.5% 9,156 98.3% 109.1 98.0%

出典：畜産統計調査（農林水産省）

表３　農業産出額（単位：億円）
肉牛 豚

全国 静岡県 全国 静岡県
産出額 H28比 産出額 H28比 産出額 H28比 産出額 H28比

平成28年 7,334 82 6,162 63 
平成29年 7,228 98.6% 81 98.8% 6,575 106.7% 66 104.8%
平成30年 7,416 101.1% 79 96.3% 6,104 99.1% 62 98.4%
令和元年 7,482 102.0% 76 92.7% 6,122 99.4% 71 112.7%

出典：生産農業所得統計（農林水産省）

出典：食料需給表（農林水産省）

出典：生産農業所得統計（農林水産省）
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main topics

こ
こ
で
は
本
会
が
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
ブ
ラ
ン
ド
食
肉
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

１
．
特
選
和
牛
静
岡
そ
だ
ち

　
「
特
選
和
牛
静
岡
そ

だ
ち
」
は
、
平
成
５
年

か
ら
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取

り
組
み
、
き
め
の
細
か

い
柔
ら
か
い
肉
で
サ
シ

の
入
り
や
す
い
、
黒
毛

和
種
の
雌
牛
に
限
定
し

て
い
ま
す
。
県
内
の
指

定
農
場
で
専
用
飼
料
・
飼
育
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
生
産
さ
れ
て
い
る
た
め
同

じ
品
質
の
牛
肉
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
た
牛
肉

で
、
肉
質
等
級
３
等
級
以
上
の
格
付
け
を

得
た
も
の
だ
け
が
「
特
選
和
牛 

静
岡
そ

だ
ち
」
と
な
り
ま
す
。

２
．
食グ

ル

メ通
の
静
岡
牛　

葵

　
「
食グ

ル

メ通
の
静
岡
牛  

葵
」

は
、
平
成
24
年
に
ブ
ラ

ン
ド
化
さ
れ
た
交
雑
牛

で
、
静
岡
そ
だ
ち
同
様

県
内
指
定
農
場
で
専
用

飼
料
・
飼
育
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
沿
っ
て
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。
父
に
黒
毛

和
種
、
母
に
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
か
ら
生
ま

れ
た
交
雑
牛
肉
の
た
め
赤
身
が
特
徴
で
す
。

３
．
金
豚
王

　
「
金
豚
王
」
は
、「
金

華
豚
」
由
来
の
柔
ら
か

い
肉
質
、
甘
み
、
風
味

が
良
質
な
脂
肪
と
「
フ

ジ
ロ
ッ
ク
」
由
来
の
霜

降
り
肉
、
優
れ
た
産
肉

性
を
受
け
継
ぐ
ブ
ラ
ン

ド
肉
で
、
平
成
25
年
に
ブ
ラ
ン
ド
化
し
ま

し
た
。
飼
育
方
法
を
統
一
し
肉
質
の
斉
一

化
に
も
成
功
し
ま
し
た
。

Ⅳ 

本
会
直
営
店
で
の
取
組

　

本
会
ブ
ラ
ン
ド
食
肉
は
、
特
選
和
牛
静

岡
そ
だ
ち
販
売
加
盟
店
（
認
定
販
売
店
）

で
あ
る
県
内
外
の
精
肉
専
門
店
や
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
中
心
に
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
取
り
扱
う
お
店
は
「
静
岡
畜

産
の
ご
紹
介
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
本
会
が
直

営
で
取
り
組
ん
で
い
る
お
店
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

１
．
外
食
販
売
事
業
所

　
　
「
駿
府
の
肉
処　

静
岡
そ
だ
ち
」

　

本
会
直
営
の
焼
肉
店
「
駿
府
の
肉
処　

静
岡
そ
だ
ち
」
は
、
県
内
外
の
人
た
ち
に

「
特
選
和
牛
静
岡
そ
だ
ち
」
を
は
じ
め
県

産
品
の
美
味
し
さ
を
気
軽
に
ス
ト
レ
ー
ト

に
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
平

成
25
年
7
月
に
静
岡
市
内
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
り
、
お
肉

を
は
じ
め
と
し
て
食
材
（
野
菜
、米
な
ど
）

は
県
内
産
の
も
の
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

お
店
で
提
供
さ
れ
る
お
肉
は
、
小
笠
食
肉

セ
ン
タ
ー
か
ら

直
送
さ
れ
る

「
特
選
和
牛
静

岡
そ
だ
ち
」
や

「
金
豚
王
」
な

ど
の
本
会
ブ
ラ

ン
ド
食
肉
が
中

心
と
な
っ
て
い

ま
す
。「
特
選

和
牛
静
岡
そ
だ

ち
」
に
つ
い
て

は
、
1
頭
ま
る
ご
と
仕
入
れ
る
た
め
希
少

部
位
を
日
替
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

２
．
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
直
販

①
Ｊ
Ａ
掛
川
市
農
産
物
直
売
所

　
新
鮮
安
心
市
場
「
さ
す
が
市
」

　

Ｊ
Ａ
掛
川
市

の
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
さ
す
が
市
」

で
は
、
平
成
24

年
か
ら
精
肉
販

売
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
て
い
ま

す
。
販
売
す
る

お
肉
は
主
に
本

会
小
笠
食
肉
セ

ン
タ
ー
か
ら
仕
入
れ
て
お
り
、
店
内
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
で
精
肉
加
工
や
包
装
肉
を
製
造

し
て
い
ま
す
。

②
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松

　「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
白
脇
店
」

　

令
和
元
年
４

月
に
Ｊ
Ａ
と
ぴ

あ
浜
松
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ

ッ
ト
白
脇
店
内

に
精
肉
コ
ー
ナ

ー
を
増
築
し
、

地
産
地
消
商
材

を
販
売
す
る
拠

点
と
し
て
本
会

が
直
営
し
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
管
内
で
生
産
さ

れ
た
「
特
選
和
牛
静
岡
そ
だ
ち
」
と
「
と

ぴ
あ
浜
松
ポ
ー
ク
」
を
中
心
に
販
売
し
、

取
り
扱
う
お
肉
は
、
本
会
小
笠
食
肉
セ
ン

タ
ー
か
ら
仕
入
れ
、
店
舗
内
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
で
加
工
・
製
造
し
て
い
ま
す
。
地
産
地

消
に
こ
だ
わ
り
、
量
り
売
り
や
オ
ー
ダ
ー

カ
ッ
ト
販
売
の
対
面
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
加

え
総
菜
コ
ー
ナ
ー
も
併
設
し
コ
ロ
ッ
ケ
や

と
ぴ
あ
浜
松
ポ
ー
ク
の
ロ
ー
ス
カ
ツ
、
自

家
製
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
な
ど
を
取
り
揃
え

て
い
ま
す
。
ま
た
毎
月
29
日
を「
肉
の
日
」

と
し
て
、
牛
肉
・
豚
肉
・
惣
菜
商
品
の
販

売
促
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ⅴ 

お
わ
り
に

　

本
会
は
、
外
食
販
売
事
業
や
フ
ァ
ー
マ

ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
精
肉
販
売
事
業
な

ど
を
通
じ
て
本
県
食
肉
の
販
売
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
ご
紹
介
し
た
取

組
を
通
じ
て
、
本
会
ブ
ラ
ン
ド
食
肉
の
利

用
お
よ
び
品
質
向
上
に
努
め
、
販
売
強
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
ご
利
用
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ご
紹
介
し
た
お
店

・・
駿
府
の
肉
処　

静
岡
そ
だ
ち

住
所
：
〒
４
２
０

−

０
８
５
３

静
岡
市
葵
区
追
手
町
２

−

15
Ｍ
Ｒ
Ｋ

追
手
町
２
階（
１
階
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
）

Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w

.s-sodachi.jp/

・・
Ｊ
Ａ
掛
川
市
農
産
物
直
売
所

　

新
鮮
安
心
市
場
「
さ
す
が
市
」

住
所
：
〒
４
３
６

−

０
０
５
３

掛
川
市
弥
生
町
２
３
４

・・
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松

　

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
白
脇
店

住
所
：
〒
４
３
０

−

０
８
４
１

浜
松
市
南
区
寺
脇
町
２
０
９

・・
静
岡
畜
産
の
ご
紹
介

Ｈ
Ｐ
：http://jashizuoka-keizairen.net/beef/

▲JAとぴあ浜松ファーマーズマーケット白脇店

▲「駿府の肉処　静岡そだち」店内

▲JA掛川市「さすが市」



●
荒
茶
・
深
蒸
し
煎
茶
の
部

１
位　

優
秀
賞
・
農
林
水
産
大
臣
賞

　
　
　
　

農
事
組
合
法
人
山
東
茶
業
組
合

　
　
　
　
　

代
表
理
事 

伊
藤
智
章
（
掛
川
市
）

２
位　

金
賞
・
関
東
農
政
局
長
賞

　
　
　
　

農
業
生
産
法
人
掛
川
中
央
茶
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　

研
究
部
会
（
掛
川
市
）

３
位　

金
賞
・
全
国
茶
生
産
団
体
連
合
会
長
賞

　
　
　
　

株
式
会
社
や
ま
ま
満
寿
多
園

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長 
増
田
剛
巳
（
御
前
崎
市
）

４
位　

銀
賞　

夢
路 

松
下
園　

松
下
彰
（
掛
川
市
）

５
位　

銀
賞　

丸
池
製
茶

　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役 

戸
塚
訓
由
（
御
前
崎
市
）

６
位　

銀
賞　

山
七
大
石
製
茶　

大
石
章
男
（
牧
之
原
市
）

７
位　

銅
賞　

株
式
会
社 

原
田
総
合
製
茶

　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役 

木
下
宗
治
（
掛
川
市
）

８
位　

銅
賞　

大
地
の
会　

代
表 

荒
畑
賀
範
（
牧
之
原
市
）

９
位　

銅
賞　

菅
山
も
み
も
み
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長 

植
田
孝
謙
（
牧
之
原
市
）

10
位　

銅
賞　

農
事
組
合
法
人 

中
山
茶
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　

代
表
理
事 

鈴
木
将
弘
（
掛
川
市
）

●
荒
茶
・
普
通
煎
茶
の
部

５
位　

銀
賞　

小
林
園　

小
林
由
朋
（
富
士
市
）

８
位　

銅
賞　

天
竜
茶
研
究
会　

太
田
昌
孝
（
浜
松
市
）

９
位　

銅
賞　

木
村
園　

木
村
和
彦
（
富
士
市
）

10
位　

銅
賞　

天
竜
茶
研
究
会　

日
下
部
元
昭
（
浜
松
市
）
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関
東
地
域
の
茶
の
品
質
向
上
と
消
費
拡
大
を
め
ざ
し
て

第
48
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
茶
の
共
進
会

生
育
状
況
と
病
気
の
発
生
な
ど
の
確
認

い
ち
ご
定
植
苗
の
生
育
調
査

　

７
月
14
日
か
ら
３
日
間
、
埼
玉
県

で
「
第
48
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
茶
の
共

進
会
」
が
行
わ
れ
、
本
県
や
埼
玉
県

な
ど
11
都
県
か
ら
出
品
さ
れ
た
計
86

点
の
荒
茶
お
よ
び
仕
上
茶
の
中
か
ら
、

掛
川
市
の
山
東
茶
業
組
合
が
荒
茶
・

深
蒸
し
煎
茶
の
部
に
お
い
て
、
最
高

賞
で
あ
る
優
秀
賞
・
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
本
県
は

同
部
門
で
金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞
の
上

位
を
独
占
し
ま
し
た
。

　

共
進
会
は
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
生

産
さ
れ
る
茶
の
品
質
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
消
費
へ
の
普
及
宣
伝
な
ど

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
該
当
地
域
の

茶
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
が
目

的
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
同
共
進
会
が

中
止
さ
れ
た
た
め
２
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
荒
茶
・
普
通
煎
茶

８
点
、
荒

茶
・
深
蒸

し
煎
茶
18

点
が
出
品

さ
れ
ま
し

た
。
試
験

研
究
機
関

お
よ
び
各

都
県
か
ら

選
ば
れ
た
審
査
員
が
茶
葉
の
形
状
と
色
沢
を
評

価
す
る
外
観
審
査
と
湯
を
注
い
で
浸
出
し
水

色
・
香
気
・
滋
味
の
内
質
審
査
の
合
計
４
項
目

を
審
査
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称

略
・
カ
ッ
コ
内
は
産
地
所
在
地
名
）

　

営
農
資
材
課
は
、
今
年
度
定
植
す
る
い

ち
ご
苗
の
生
育
状
況
を
調
査
す
る
た
め
長

野
県
小
諸
市
の
い
ち
ご
苗
増
殖
委
託
ほ
場

の
現
地
確
認
を
７
月
と
８
月
に
、
現
地
な

ら
び
に
リ
モ
ー
ト
で
実
施
し
ま
し
た
。
調

査
は
、
本
会
が
い
ち
ご
定
植
苗
の
増
殖
を

委
託
し
て
い
る
同
市
の
農
業
生
産
法
人
こ

も
ろ
布
引
い
ち
ご
園
（
株
）
で
行
い
、
６

Ｊ
Ａ
（
Ｊ
Ａ
富
士
市
、
Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
、

Ｊ
Ａ
静
岡
市
、
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
、
Ｊ
Ａ
掛

川
市
、
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
）
と
本
会
担
当
者

が
参
加
し
ま
し
た
。
７
月
21
日
の
調
査
で

は
、
参
加
者
ら
は
現
地
ほ
場
で
苗
を
確
認

し
、
同
園
か
ら
生
育
状
況
や
病
気
の
発
生

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
８
月
20

日
の
調
査
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
る
緊
急
事
態
宣

言
の
発
令
を
受
け
、
Ｊ
Ａ
の
参
加
者
を
リ

モ
ー
ト
で
つ

な
ぎ
、
本
会

の
担
当
ら
が

参
加
者
を
代

表
し
現
地
ほ

場
を
調
査
し
、

生
育
状
況
に

問
題
が
な
い

こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

topics&news



金　

賞
・
静
岡
県
知
事
賞

瀧　
　
　

智　
（
し
み
ず
）

銀
賞
１
・
静
岡
県
経
済
産
業
部
長
賞

平
岡　

勝
彦
（
し
み
ず
）

銀
賞
２
・
静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所

�

果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
長
賞

松
浦　

健
一
（
富
士
市
）

銀
賞
３
・
静
岡
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

�

代
表
理
事
会
長
賞

小
島　

利
裕
（
大
井
川
）

銀
賞
４
・
静
岡
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

�

代
表
理
事
理
事
長
賞

青
木　

勝
広
（
大
井
川
）

銅　

賞　

三
浦
光
大
郎
（
富
士
市
）

　
　
　
　

成
瀬　

逸
郎
（
大
井
川
）

　
　
　
　

鈴
木　

史
浩
（
富
士
市
）

　
　
　
　

田
中　

貴
之
（
富
士
市
）

　
　
　
　

長
澤　
　

均
（
し
み
ず
）

　
　
　
　

渡
邉　

徳
久
（
富
士
市
）

　
　
　
　

飯
島　

正
道
（
富
士
市
）

　
　
　
　

宮
崎　

直
樹
（
富
士
市
）

▲銀賞４点

▲審査のようす

▲銅賞８点
▲金賞
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県
下
J
A
グ
ル
ー
プ
の
連
携
を
図
る

令
和
３
年
度
第
１
回
Ｊ
Ａ

営
農
経
済
部
長
会
を
開
催

　

８
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
支
援
課
は
令
和
３
年

度
第
１
回
Ｊ
Ａ
営
農
経
済
部
長
会
を
開
催

し
、
Ｊ
Ａ
と
本
会
の
担
当
部
長
ら
45
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
へ
の
対
応
と
し
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
い
Ｊ
Ａ
の
参
加
者
は

リ
モ
ー
ト
で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
会
の
加
藤
敦
啓
代
表
理
事
理
事
長
は

「
利
用
者
の
満
足
に
つ
な
が
る
事
業
を
展

開
し
て
い
く
た
め
、
Ｊ
Ａ
の
皆
様
と
一
体

と
な
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。
研
修
事
項
と
し
て
、「
改

正
種
苗
法
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
全
国
主
要
農
作
物
種
子
安
定
供
給
推

進
協
議
会
の
馬
場
利
紀
事
務
局
長
を
講
師

に
招
き
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
報
告
研 

究
事
項
と
し

て
、
本
会
生

産
振
興
開
発

課
よ
り
「Z- 

G
IS

」に
つ
い

て
特
徴
や
事

例
を
紹
介
し

ま
し
た
。

品
質
向
上
に
よ
る
販
売
強
化
を

第
20
回
静
岡
県
な
し
果
実
品
評
会

　

８
月
６
日
、
静
岡
県
落
葉
果
樹
振
興
協

会
（
事
務
局
・
柑
橘
果
樹
課
）
は
、
富

士
市
の
J
A
富
士
市
ホ
ワ
イ
ト
パ
レ
ス

で
、「
第
20
回
静
岡
県
な
し
果
実
品
評
会
」

を
開
き
ま
し
た
。
静
岡
県
産
な
し
の
生
産

技
術
向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
。
今
回
の

出
品
点
数
は
41
点
で
、
静
岡
県
農
林
技
術

研
究
所
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
の
瀧
義
明
セ

ン
タ
ー
長
が
審
査
長
を
務
め
、
担
当
研
究

員
ら
審
査
員
８
人
が
、
形
状
や
玉
ぞ
ろ
い
、

色
沢
な
ど
の
外
観
、
肉
質
や
食
味
な
ど
の

内
容
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

出
品
物
の
平
均
糖
度
は
13
・
6
度
、
最

高
糖
度
は
15
・
1
度
で
し
た
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
、

カ
ッ
コ
内
は
Ｊ
Ａ
名
）。
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Ｊ
Ａ
技
術
員
の
栽
培
技
術
向
上
を

令
和
３
年
度
第
１
回
農
協
技
術
員
研
修
会
（
落
葉
果
樹
）

　

７
月
30
日
、
静
岡
県
落
葉
果
樹
振
興
協

会
（
事
務
局
：
柑
橘
果
樹
課
）
は
、
静
岡

県
農
林
技
術
研
究
所
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

で
「
令
和
３
年
度
第
１
回
農
協
技
術
員
研

修
会
」
を
開
き
、
県
や
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
ら

22
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
ナ
シ
な
ど
の
落

葉
果
樹
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
技
術
員
の
栽
培
技

術
向
上
を
図
り
、
農
家
指
導
に
活
用
す
る

こ
と
が
目
的
。

　

参
加
者
ら
は
研
修
会
で
、
同
セ
ン
タ
ー

飯
田
康
平
研
究
員
よ
り
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

栽
培
特
性
や
夏
管
理
に
つ
い
て
の
講
義
と

同
セ
ン
タ
ー
大
槻
拓
海
研
究
員
よ
り
ほ
場

で
ナ
シ
収
穫
に
つ
い
て
の
講
習
を
受
け
ま

し
た
。

県
産
ぶ
ど
う
の
品
質
向
上
を

第
43
回
ぶ
ど
う
果
実
品
評
会

　

8
月
19
日
、
静
岡
県
落
葉
果
樹
振
興
協

会
（
事
務
局
：
柑
橘
果
樹
課
）
は
、
浜
松

市
の
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
湖
北
営
農
セ
ン
タ

ー
で
第
43
回
ぶ
ど
う
果
実
品
評
会
を
開
き

ま
し
た
。
県
産
ぶ
ど
う
の
品
質
改
善
と
生

産
者
の
技
術
向
上
を
図
り
、
産
地
を
維
持

す
る
こ
と
が
目
的
。

　

品
種
は
ピ
オ
ー
ネ
（
種
な
し
）、
出
品

点
数
は
13
点
で
、
静
岡
県
果
樹
研
究
セ
ン

タ
ー
果
樹
加
工
技
術
科
の
磯
部
卓
文
科
長

が
審
査
長
を
務
め
、
県
の
職
員
ら
審
査
員

６
人
が
、
房
形
や
房
ぞ
ろ
い
、
果
実
の
大

き
さ
な
ど
の
外
観
、
肉
質
や
食
味
な
ど
の

内
容
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

出
品
物
の
平
均
糖
度
は
17
・
7
度
、
最

高
糖
度
は
18
・
6
度
で
し
た
。
品
評
会
に

出
品
さ
れ
た
ぶ
ど
う
は
同
市
内
の
Ｊ
Ａ
静

岡
厚
生
連
遠
州
病
院
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
位
入

賞
者
は
次 

の
と
お
り 

（
敬
称
略
、

カ
ッ
コ
内 

は
Ｊ
Ａ
名
）

金　

賞　

西
澤　

欽
司
（
と
ぴ
あ
浜
松
）

銀
賞
１　

中
村　

守
良
（
と
ぴ
あ
浜
松
）

銀
賞
２　

宮
司　

重
夫
（
と
ぴ
あ
浜
松
）

銅　

賞　

伊
藤　

克
巳
（
と
ぴ
あ
浜
松
）

　
　
　
　

松
本　

一
夫
（
と
ぴ
あ
浜
松
）

　
　
　
　

山
本　

芳
伸
（
と
ぴ
あ
浜
松
）



▲学生らとの意見交換（茶業課・流通開発課）

▲静岡そだちのPRをする久保田店長（手前）

▲番組に出演した大井会長（右）と本会柴田係長（右から２人目）
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特
選
和
牛
静
岡
そ
だ
ち
を
P
R

「
ご
ち
そ
う
カ
ン
ト
リ
ー
」番
組
収
録
と
放
送

　

９
月
４
日
、
静
岡
第
一
テ
レ
ビ
で
放
映

中
の
「
ご
ち
そ
う
カ
ン
ト
リ
ー
」
で
、
特

選
和
牛
静
岡
そ
だ
ち
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

番
組
制
作
の
た
め
本
会
（
企
画
管
理
課
、

畜
産
課
、
流
通
開
発
課
）
は
、
特
選
和
牛

静
岡
そ
だ
ち
を
生
産
す
る
「
特
選
和
牛
静

岡
そ
だ
ち
認
定
農
場
の
会
」
大
井
寿
生
会

長
の
牛
舎
と
本
会
直
営
店
「
駿
府
の
肉
処　

静
岡
そ
だ
ち
」
を
訪
れ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
の
取
材
協
力
を
し
ま
し
た
。

　

番
組
内
で
は
、
生
産
者
で
あ
る
大
井
会

長
が
特
選
和
牛
静
岡
そ
だ
ち
の
認
定
農
場

制
度
や
牛
の
特
徴
、
飼
養
の
こ
だ
わ
り
な

ど
に
つ
い
て
語
り
、
本
会
か
ら
は
畜
産
バ

イ
オ
セ
ン
タ
ー
の
柴
田
直
紀
係
長
が
出
演

し
、
本
会
が
行
う
生
産
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

や
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
駿
府
の
肉
処　

静
岡
そ
だ
ち
」
か
ら
は
、

久
保
田
将
希
店
長
が
出
演
し
、
同
店
を
訪

れ
た
リ
ポ
ー
タ
ー
ら
に
、
特
選
和
牛
静
岡

そ
だ
ち
の
希
少
部
位
と
お
す
す
め
メ
ニ
ュ

ー
と
し
て
静
岡
そ
だ
ち
で
作
っ
た
ロ
ー
ス

ト
ビ
ー
フ
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ロ
ー
ス
ト

ビ
ー
フ
は
、
店
内
で
調
理
さ
れ
て
お
り
、

番
組
で
は
調
理
す
る
工
程
を
紹
介
し
視
聴

者
へ
焼
肉
以
外
に
も
特
選
和
牛
静
岡
そ
だ

ち
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。
ま
た
、
視
聴
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
し
て
、
特
選
和
牛
静
岡
そ
だ
ち
を
提
供

し
ま
し
た
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
リ
モ
ー
ト
就
業
体
験

令
和
３
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

人
事
教
育
課
は
、
8
月
18
日
と
９
月
２

日
の
２
日
間
、
就
職
活
動
中
の
学
生
に
就

業
体
験
を
通
じ
て
本
会
の
事
業
内
容
や
役

割
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
大
学
生
を
対

象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
催
し

計
51
人
の
学
生
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
学
生
ら
は
全
員
リ
モ
ー
ト
で
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
人
事
教
育

課
よ
り
本
会
事
業
概
要
を
説
明
し
た
の
ち
、

茶
業
課
よ
り
お
茶
の
淹
れ
方
を
学
生
ら
に

実
演
し
ま
し
た
。
そ
の
後
参
加
し
た
学
生

ら
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
「
お
茶
の

販
売
促
進
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
を
発
表
し
本
会
（
茶
業
課
、

流
通
開
発
課
）
職
員
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
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ハ
ウ
ス
内
環
境
の
見
え
る
化

　

施
設
園
芸
に
お
け
る
施
設
内
の
見
え
る

化
「
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
施
設
の
器
機

を
制
御
す
る
「
環
境
制
御
」
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

　

近
年
の
施
設
園
芸
資
材
展
な
ど
に
参
加

す
る
と
殆
ど
の
メ
ー
カ
ー
や
業
者
が
環
境

制
御
機
器
な
ど
を
推
進
し
て
い
る
の
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
制
御
機

器
は
導
入
し
て
も
使
い
こ
な
す
こ
と
が
で

き
な
い
と
宝
の
持
ち
腐
れ
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

先
ず
は
、
自
分
の
管
理
し
て
い
る
ハ
ウ

ス
内
の
見
え
る
化
「
換
気
や
暖
房
機
、
光

合
成
促
進
機
等
」
の
設
定
を
し
て
い
る
が

思
う
よ
う
に
管
理
で
き
て
い
る
の
か
？
を

確
認
す
る
の
が
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

な
り
ま
す
。

　

現
在
、
Ｊ
Ａ
静
岡
経
済
連
で
は
大
分
県

の
い
ち
ご
生
産
農
家
が
立
ち
上
げ
た
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
「
リ
バ
テ
ィ
ポ
ー
ト
ジ
ャ
パ

ン
㈱
」
が
研
究
・
開
発
さ
れ
た
「
は
か
る

蔵
」
と
い
う
機
器
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
様
々
な
環
境
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
機
器
が
発
売
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
本
会
で
は
い
ち
ご
農
家
が
開
発
し
、

い
ち
ご
生
産
者
が
必
要
と
し
て
い
る
機
能

や
ア
プ
リ
等
が
充
実
し
て
い
る
「
は
か
る

蔵
」
を
選
定
し
ま
し
た
。
農
薬
の
登
録
情

報
を
利
用
し
て
散
布
履
歴
の
作
成
や
栽
培

管
理
の
記
録
等
が
で
き
た
り
、
ま
た
開
花

日
か
ら
の
積
算
温
度
で
収
穫
日
を
予
測
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

機
器
の
特
徴
と
し
て
は
１
０
０
ｖ
の
電

源
が
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
設
置
や
移
動
が

簡
単
に
で
き
ま
す
。

　

測
定
機
能
と
し
て
は
、
ハ
ウ
ス
内
気
温
、

湿
度
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
、
日
射
量
、
飽

差
、
地
温
な
ど
の
セ
ン
サ
ー
が
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で
土
壌
水
分

を
測
定
す
る
Ｐ
Ｆ
メ
ー
タ
ー
や
土
壌
中
の

肥
料
濃
度
を
確
認
で
き
る
Ｅ
Ｃ
メ
ー
タ
ー

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　　
「
は
か
る
蔵
」
に
は
親
機
と
子
機
（
写

真

−

①
）
が
あ
り
ま
す
。

　

親
機
一
台
に
対
し
て
子
機
は
複
数
台
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

親
機
と
子
機
は
相
互
に
無
線
で
つ
な
が

り
、
子
機
か
ら
の
デ
ー
タ
を
親
機
を
介
し

て
ク
ラ
ウ
ド
に
蓄
積
し
て
い
く
仕
組
み
で

す
。

　

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
で
現
在
の
デ

ー
タ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

気
温
の
変
化
や
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
変
化

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
う
し
た
測
定
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
天
窓
等
を
開
閉
し
て
気
温
調

整
し
た
り
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
を
上
げ
る

た
め
光
合
成
促
進
機
を
稼
働
さ
せ
た
り
す

る
機
器
が
「
う
ご
蔵
」（
写
真

−

②
）
で
す
。

　
「
う
ご
蔵
」
を
使
っ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
機
器
の
制
御
が
で

き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
環
境
制
御
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

デ
ー
タ
を
利
用
し
て
自
動
化
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
に
遡
っ
て
測
定
デ
ー
タ
を

パ
ソ
コ
ン
で
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
過
去
の
管
理
を
反
省
し
た
り
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
従
来
は
点
で
測
定
し
て

い
た
温
度
計
や
湿
度
計
な
ど
か
ら
、
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
器
を
利
用
し
て
、「
は

か
る
蔵
」
は
線
で
デ
ー
タ
が
見
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

測
定
デ
ー
タ
と
栽
培
管
理
情
報
を
集
積

し
続
け
る
事
で
将
来
の
栽
培
管
理
に
役
立

た
せ
る
事
に
な
り
ま
す
の
で
、
導
入
の
ご

検
討
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
営
農
資
材
課
又
は
各

支
所
資
材
担
当
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
野
菜
花
卉
課　

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

渥
美
忠
行
）
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【図1】気象概要（Ｒ2.10～12月）

農業技術体系野菜編6巻レタス　土屋1998

＊部分的な成育異常によるもの

【表1】主なレタスの異常球の想定される発生要因と対策

【写真２】R3．1.21撮影 【写真１】R２.11.19撮影
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三
　
対
策

　

異
常
球
の
発
生
要
因
と
対
策
を
整
理
し

た
も
の
が
別
表
で
す
。

　

気
象
に
関
し
て
は
い
か
ん
と
も
し
が
た

い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
気
象
情
報
や

天
候
に
は
注
意
を
払
い
、
肥
培
及
び
水
分

管
理
、
ト
ン
ネ
ル
の
換
気
等
対
応
可
能
な

対
策
を
実
施
し
、
レ
タ
ス
の
健
全
な
生
育

を
促
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

（
野
菜
花
卉
課　

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

曽
根
克
巳
）

な
る
前
に
低
温
、
乾
燥
、
日
照
不
足
等
で

生
育
が
抑
制
さ
れ
て
い
た
場
合
ほ
ど
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
【
写
真
１
、２
】
は
９
月
下
旬
及
び
11
月

上
旬
定
植
し
た
も
の
に
見
ら
れ
た
タ
ケ

ノ
コ
球
で
、
こ
れ
を
昨
年
の
気
象
【
図

１
】
と
照

ら
し
合
わ

せ
て
み
る

と
結
球
開

始
前
の
外

葉
形
成
後

期
の
ス
テ

ー
ジ
に
該

当
す
る
時

期
（
10
月

10
日
頃
と

11
月
20
日

頃
）
に
異

常
な
高
温

に
遭
遇
し

て
い
ま
す
。

二
　
小
球
（
ガ
チ
玉
）

　

小
球
は
球
が
固
く
締
ま
る
ガ
チ
玉
と
い

わ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
主
に
外
葉
の
生

育
が
不
十
分
な
状
態
で
結
球
態
勢
に
入
っ

た
と
き
に
発
生
し
ま
す
。
外
葉
の
生
育
が

抑
制
さ
れ
る
要
因
は
様
々
で
す
が
、
特
に

著
し
い
乾
燥
と
養
分
不
足
な
ど
が
強
く
関

与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
球
を
形
成

し
て
い
る
葉
の
生
育
が
不
十
分
で
す
が
、

レ
タ
ス
の
異
常
球
対
策

　

本
年
度
の
レ
タ
ス
栽
培
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
レ
タ
ス
の
異
常
球
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

レ
タ
ス
は
ハ
ク
サ
イ
や
キ
ャ
ベ
ツ
に
比

べ
て
結
球
性
が
不
安
定
で
す
。
こ
れ
は
レ

タ
ス
の
結
球
性
が
栽
培
条
件
や
気
象
条
件

の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
葉
の
形
状
や
生

育
量
が
温
度
や
チ
ッ
ソ
肥
効
、
土
壌
水
分
、

日
照
な
ど
の
変
動
に
よ
っ
て
、
短
期
間
に

変
わ
り
や
す
い
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
県
内
各
地
で
タ
ケ
ノ
コ
球
、

小
球
等
の
異
常
球
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

一
　
タ
ケ
ノ
コ
球

　

タ
ケ
ノ
コ
球
は
縦
に
長
い
葉
が
湾
曲
せ

ず
に
ら
せ
ん
状
に
巻
き
込
み
、
先
尖
り
の

タ
ケ
ノ
コ
状
に
立
ち
あ
が
っ
た
も
の
で
、

外
葉
と
結
球
葉
の
境
が
不
明
確
で
、
後
出

葉
の
方
が
著
し
く
大
き
い
な
ど
の
生
育
の

乱
れ
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
発
生
の
大
き

な
要
因
は
高
温
で
す
。

　

タ
ケ
ノ
コ
球
は
結
球
開
始
前
の
７
～
10

日
の
外
葉
形
成
後
期
に
高
温
に
遭
遇
し
急

激
に
過
剰
生
育
し
た
場
合
に
発
生
が
み
ら

れ
ま
す
。
同
様
の
高
温
で
も
、
外
葉
形
成

前
期
や
正
常
な
結
球
態
勢
に
入
っ
た
も
の

は
タ
ケ
ノ
コ
球
に
な
る
こ
と
は
稀
で
す
。

タ
ケ
ノ
コ
球
の
発
生
は
平
均
気
温
の
高
低

よ
り
、
日
中
の
最
高
気
温
が
高
い
ほ
ど
増

大
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
高
温
に

一
定
量
の
葉
数
分
化
は
進
行
し
て
い
る
の

で
球
の
緊
度
は
大
き
く
、
硬
く
締
ま
っ
た

球
に
な
り
ま
す
。

　

品
種
面
で
は
、
外
葉
の
生
育
が
コ
ン
パ

ク
ト
な
早
生
性
の
品
種
で
こ
の
傾
向
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
栽
培
期
間
中
か
な
り
の
乾
燥

が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
が
小
球
の
要
因
に

も
関
係
し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。

異常球の種類 主な発生時期 発生要因 対策

不結球 低温期 ・・外葉の生育不良
・・低温、晩生種
・・苗の生育不良

・・健苗の育成　　　・・活着促進
・・初期成育の確保　・・品種選定での配慮

過大球・軟球 高温期 ・・多肥栽培　・・高温・多雨
・・草勢の大きい品種

・・適正な肥培管理
・・草勢の小さい品種の選定

軟球・小球 高温期 ・・干ばつ　　・・高温
・・草勢の小さい品種

・・かん水・防除による外葉の健全生育
・・品種選定での配慮

タケノコ球 春の気温上昇期 ・・外葉形成後期の高温
・・日照不足　・・多肥栽培、品種

・・適正な肥培管理
・・品種の使い分け

結球葉中肋部の突出
およびタコ足球＊

高温期 ・・外葉の不十分な成育
・・高温、過湿
・・品種

・・適正な根張りの確保
・・排水対策
・・品種の使い分け

切口のずれ、とがり＊ 常時 ・・定植時の深植え。斜め植え ・・定植時の草姿の適正化



経済連肥薬通信9月号
経済連コンサルタントによる技術情報

TAC通信（週1更新）や全国事例を紹介してい
ます。

東京、名古屋、大阪の青果・花卉の概況を掲載
しています。

分析メニュー、申込書、分析フロー（手順）を
掲載しています。分析の際はコチラから！

県内JA限定生産･事業推進に役立つ情報が満載!!

経済連肥薬通信

販売情報

農産物安全分析センター

TAC関連情報

●イントラから利用できます。

担当：生産資材部 生産振興開発課 (TEL 054-284-9729)
〜他にも、農畜産物別の情報なども充実〜

更新

営農ナビ イントラ版として情報発信していきます！

Keizairen ┃　 0910　 ┃ Keizairen

ＪＡなんすん

ひらまクリニック建設工事　起工式

◀
起
工
式
の
よ
う
す

▲完成イメージ図

◀
待
合
室
完
成
イ
メ
ー
ジ
図

担当　建設部　054-284-9523
information

　７月27日、ひらまクリニック建設工事の起工式が行われ、施主
の平馬様はじめ関係者１４名が出席しました。施設は長泉町の北東
部、伊豆縦貫道の南側に位置し、各種医療機関が立ち並ぶ桜堤通り
に立地します。ひらまクリニックは平馬医師の「糖尿病専門医」、「総
合内科専門医」として専門性を生かした医療の提供をする予定です。
　クリニック建設にあたり、本会は土地の取得から、設計・監理業
務を担当し、土地の取得はＪＡなんすん　不動産センター納米里店
と連携しました。
　クリニックの設計は、内外とも木・タイル・左官塗等の素材感の
ある材料を採用し、来院される方がリラックスできる空間を目指し
ます。合わせて待合室に面して中庭を設けることで、自然を感じら
れる空間も提供します。
　本会では農協施設はもとより、医療・法人関係、個人住宅の設計
監理等、幅広く建築に関する業務を行いますのでお気軽にお問合せ
下さい。
　令和４年３月末頃完成予定、令和４年５月上旬オープン予定です。



検索しずおか手しお屋
担当：営業部 流通開発課
� （TEL:054-284-9728）
※販売時期や価格は変更する場合があります

Keizairen ┃　 0910　 ┃ Keizairen

「「しずおかごはんしずおかごはんがが食べたい！食べたい！」」のご紹介のご紹介
担当：食糧部 食糧課（TEL:054-284-9737）

テレビ番組

▲生産者からのメッセージを紹介

▲JA遠州夢咲「夢咲こしひかり」を味わう春日さん

　静岡県産米麦流通連絡協議会（事務局：食糧部）は、テレビ番

組「しずおかごはんが食べたい！」（テレビ静岡・全11回放送）

に協賛し、県産米のＰＲを行っています。

　令和３年度の第４回目となった８月21日の放送では、お笑い

芸人のオードリー・春日さんがJA遠州夢咲の「夢咲こしひかり」

を紹介しました。収録は御前崎市、牧之原市、吉田町で行われま

した。番組では、夢咲こしひかり生産者からのメッセージを紹介

し、静岡県産米のＰＲをしました。

　次回の「しずおかごはんが食べたい！」は、磐田市、袋井市か

らフォーリンラブ・バービーさんが「静岡そだちコシヒカリ」を

紹介します。放送予定は９月18日（土）の夕方５時となってお

りますので、ぜひご覧ください！

ＪＡタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介ＪＡタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介

◀商品ページはこちら

「特選和牛静岡そだち ロース400g」（焼肉用） 「金豚王 ロース400g」（焼肉用）

【セット内容】
特選和牛静岡そだち　ロース焼肉用（約400g×１P）

【商品紹介】
黒毛和牛の雌子牛だけを厳選し、ＪＡ静岡経済連飼育マニ
ュアルにより県内指定農場で育ちました。大切に安全に育
てられたこだわりの逸品！霜（サシ）が適度に入り、とって
もジューシー♪和牛本来の風味と柔らかさで、食べた瞬間
口の中においしさが広がります。

【セット内容】金豚王　ロース焼肉用（約400g×１P）
【商品紹介】中国浙江省原産の希少な「金華豚」と、赤身

生産性に優れた静岡県系統豚「フジロック」を交配。「金
華豚」由来の柔らかい肉質、甘み、風味の良い脂肪と、「フ
ジロック」由来の霜降り肉・優れた産肉性を併せ持った理
想的な肉質を実現しました。飼育方法を統一することによ
り、肉質の斉一化にも成功しました。このこだわりのブラン
ド「金豚王」のおいしさをご賞味ください。

※別途クール代がかかります

8,200円
（送料・税込） 

※別途クール代がかかります

3,980円
（送料・税込） 

今月のおすすめ商品をご紹介します！今月のおすすめ商品をご紹介します！



JA
静
岡
経
済
連

担当：営業部　流通開発課（TEL:054-284-9728）

特選和牛
静岡そだち

ＪＡ静岡経済連直営焼肉店
駿府の肉処 静岡そだち

住所：静岡市葵区追手町2-15
MRK追手町２階（１階セブンイレブン）

●定休日
　毎週月曜日 ※祝日の場合は翌日
※営業時間・店休日は変更する場合がございます。

ご来店の前にＨＰまたはお電話でご確認ください。

●通常営業時間
　ランチ　 11:30 ～ 13:30（L.O.13:00）
　ディナー 17:00 ～ 22:00（L.O.21:30）
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http://jashizuoka-keizairen.net　

E-Ｍ
aiＬ

:keizairen@
kei.ja-shizuoka.or.jp 

暖かな太陽と富士の名水のもとに育った
県産素材の放つ　味、香り、潤いを
時にダイナミックに、時に仕事を加えて繊細に。
「静々動々」と御用意いたしました。
食で感じる静岡をどうぞお楽しみください。

柔らかくきめ細かな肉質と上品な旨み。オリジナル飼
料と統一した飼育管理のもと、じっくり愛情をもって
育てられたブランド牛。

金華豚の柔らかい肉質・甘み・風味の良い脂肪と、フ
ジロックの霜降り肉・優れた産肉性を併せ持ったブラ
ンド豚。

ネット予約はこちら


